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高卒程度 公務員試験対策 社会科学テキスト 正誤表 KK2101 

高卒程度 公務員試験対策 社会科学テキストに誤りがございました。訂正し、お詫び申し上げます。 

＜P145 倫理 ５章 西洋思想② ３．実存主義＞ 

誤 

3．実存主義 

実存主義とは，今の自分の生き方を考察したもの。キリスト教を起点に二つの立場がある 

ア）実存主義の源流 

ⅰ）ニーチェ⇒『ツァラトゥストラはこう語った』 

a）「神は死んだ」⇒ キリスト教批判。それまでのヨーロッパ的価値観の転倒を訴えた 

b）「力への意志」⇒ 人間本来の生のあり方 

c）ニヒリズム⇒ 虚無主義。これを克服するための標識として「超人*１」を描き出した 

イ）有神論的（キリスト教的）実存主義 

ⅰ）キルケゴール⇒『あれか，これか』『死に至る病』 

a）実存の三段階⇒ 人間が自己の本来的なあり方を取り戻す道筋 

美的*２・倫理的*３・宗教的実存*４ 

ⅱ）ヤスパース⇒ 死などの「限界状況」によって実存は自覚されるとした 

ウ）無神論的実存主義 

ⅰ）ハイデガー⇒『存在と時間』 

a）ダス・マン⇒ 人間は必ず死ぬという不安から自己を喪失した人間。死と向き合うことで本来の 

自己（実存）に立ち返るとした 

ⅱ）サルトル⇒『存在と無』 

a）｢実存は本質に先立つ」⇒ 実存とは主体的に選択できる自由であるが，「自由の刑」に処せられ 

ているとしつつ，アンガージュマン（社会参加）の実践を訴えた 
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※最新の正誤情報はウイネットホームページ（https://wenet.co.jp）で公開しております。 
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